


初期の開発に
使用された「MZ-80C」個人蔵

【同時開催】コレクション展II　いきもの・いろいろ
会期：7月11日（土）～10月1日（木） ※９月７日（月）～１８日（金）は休館

宇都宮美術館のご案内
カンディンスキー 世界は鳴りひびく ―日本のコレクションでたどる画業と反響―
会期：7月19日（日）～9月3日（木） ※詳細は宇都宮美術館にお問い合わせください。TEL 028-643-0100

〒320-0043 栃木県宇都宮市桜4-2-7
TEL 028-621-3566
https://www.art.pref.tochigi.lg.jp/

［交通案内］
〇電車・バス
・JR東京駅から東北新幹線にて約50分
・JR宇都宮駅（西口6番・7番バス乗場）、東武
宇都宮駅から「関東バス作新学院・駒生行き」
にて「桜通十文字」バス停下車徒歩5分
〇自家用車
・東北自動車道鹿沼ICから約10km、約20分
・東北自動車道宇都宮ICから約10km、約20分
・北関東自動車道壬生ICから約13km、約25分

関連イベント

トークイベント
「ゲームは美術となり得るのか」

日　時：7月25日（土）
　　　　午後2時～3時30分
会　場：栃木県立美術館　集会室
登壇者：吉田寛氏（東京大学大学院人文社会系研究科・
　　　　　　　　　　　文学部教授、美学芸術学研究者）
　　　 小笠原賢一氏（コーエーテクモゲームス常務執行役員、
　　　　　　　　　 「信長の野望」シリーズIPプロデューサー）
　　　　武関彩瑛（栃木県立美術館 本展担当学芸員）

学生発！ゲームラボ（予約不要）

日　時：8月8日（土）、9日（日）
　　　　午前10時～午後5時
会　場：栃木県立美術館　集会室
協　力：TBC学院国際情報ビジネス専門学校ゲームクリエイター学科
　　　　宇都宮メディア・アーツ専門学校ビジュアルデザイン科
　　　　宇都宮ビジネス電子専門学校ゲームクリエイターコース
内　容：県内のゲーム関連学校の学生作品を体験してみよう！

将来のゲームクリエイターの作品をいち早く体験・鑑賞
できちゃうかも？

※各イベントとも、ご参加には当日の企画展観覧券が必要です。

信長の野望／コーエーテクモゲームスの野望

栃木県立美術館企画展

GameandArt:Nobunaga’sAmbition,KOEITECMOGAMES’Ambition

「美術館でゲームを展示する」ってどういうこと？
実は現在、世界中でゲームを美術的な視座から再検討する動きが始まっています。
たとえば、MoMA（ニューヨーク近代美術館）は、ゲームを「プレイ可能な
デザイン」「インタラクティブな芸術体験」として捉え、2012年よりビデオゲーム
を正式に収集対象と位置づけています。
そこで本展では、栃木県足利市を創業地とするゲームメーカー「コーエーテクモ
ゲームス」が展開する「信長の野望」シリーズを中心とした歴史シミュレーション
ゲームを、美術的文脈において再評価することを試みます。ゲームを単なる娯楽
や商業製品としてではなく、高度なデザイン性によって表現された「作品」として
評価し、プレイによって得られるインタラクティブな体験を「芸術体験＝鑑賞」
として捉えることで、その芸術性に迫ります。

©コーエーテクモゲームス All rights reserved.

ご予約は
こちらから

オンラインによる事前予約制（定員80名）予約開始日：6月22日（月）午後9時

『信長の野望 出陣』コラボ開催！
本展では、スマートフォンアプリ『信長の野望 出陣』と
のコラボレーションを実施します。詳しくは、アプリ内
お知らせをご確認ください。

戦国ウォークゲーム

TM

ダウンロードは
こちらから


